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立川と語ろう立川に生きよう 





森雅湓さんはジ s 
イパレス•ビル（噃町} 
にある アスター j 
の穿: Mffi 。 及野 W の出 
身で母親の台所の乎伝 
いをしている 5 ちに • 
本格的な科神人を目指 
すようになったという。高校を出てすぐに R 1 店へ. 
生粋の 「アスター っ 子 」 といラところ。この立) II 店 
は照店してはやくも 11 年になるという。 

今 bl の「冬瓜と干 U 柱 t » のカキ油教 j は通*の 
メニュー にはない が，コースの 中に取り入れること 
が 多い-人体の水分の バランスを とるな ど.« 方薬 
勝の要*のある逸品を森料理長は得意とするようだ0 
r ■銀座 アスター *1 は说在、 56 店の チェーンを 姐んで 
ぉり.各店料理 ft の研修などで、あくなき味の探求 
が統く。一つの食«からのパ ラエ テイーに無限の可 
能性を森さんは見出している c 
撮影：并上義 治 




森雅彦の 



冬瓜と干貝柱と鮑のカキ油煮 




















M ㈣ の酷箸がつづいた立) II に、爽や 
かな夕べが訪れた。7月27:!;1世界こ 
ども荇楽祭』は、アミユ I たちかわ < rl / 
民会館)に集った人々のこ、ろに一陣 
の涼風が過ぎていった。ウィーンの淼 
少 liKCpsM と立川市児.$:へ口唱団の共演 
も^超を呼んだが、世界13ヶ国から代 
表が選ばれ一 [ M ] に会したコンクールで 
は、自作の歌を、自分のあらんかぎり 
の声で歌ぅあの感觔は、：^するもの 
が見つからない程のものだった。 

見事、グランプリに輝いたのは、屮 
苹人民共和 W の代表、チン•ユ I •ィ 
ンちやん(10歳)。1赤とんぼと花：し 
(作^作曲も)の•部から。 

☆ 

族の女の子はとてもきれい好き 
小さい頃から花竹相を編むの 
帽子の h : に 

ベコニアの花の模様をきれいに編む 
と赤とんぼが飛んで米て 
踊りを踊るのよ . 

☆ 

1ゆたかに、で歌いあげる歌 
f に、 tB - しみない拍 T がしばし止ま 
らなかった。審査負特別其作詞赏、 

贫、歌唱赏など次々に発表された 
が、会場は「赏」を越ぇて、少年少女 
の- I 天使の饗き」に感動さめやらぬも 
のが消ぇずにいた。この夕べばかりは、 
地球の^^は「立川」かと思わせる 「S 
の夜の夢」であった。 
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5ちのやブルマン 

羽衣町 1-18-17 

024-9280 

立川商 

店 

羽衣町 2-30 

022-3565 

みずほ弁 

当 

羽衣町 2-3 

»22-9597 

赤松タバコ店 

羽衣町 2-42 

024-7852 

中島豆腐店 


羽衣町 2-12-34 

022-5723 

和®レストラン蕭屋 

|羽衣町 2-27-9 

026-3698 

| ヤマザキデイストア劢脚 I 店 

宋町 2-46-3 

»36-8285 

永光薬 

局 

栄町 2-58-7 

O 36-0206 

カツト八ウスボーグ 

朱？ 12-59-8 

»36-6716 

美容薑ア U 

ス 

鋪町 1-15-21 

025-1100 

coffee shop 遊香 

嫌町1-4,24 

027-3840 

ステーキので! 

ブレ 

獅卜8‘3 

027-1630 

| そば青柳 

供®2十27 

028-2345 

T A P A 

S 

錦町 2-2-29 

029-0733 


三田花店 

| 雄町 2-5-23 _ »24-4187 

セガミ薬局 

| 錦町 2-7-8 _»25-9212 

マルミヤスポーツ 

I 銻町2"-8 »22-2912 


そば高尾亭 

18町 5-5-31 _»22-2710 

| BS タイヤショップ<£»商会 

^町 5-10-2 _»37-0912 

|いなげや立川幸店 

I 幸町卜 23-6 _»37-1820 

ロッテリア211»川91店 

町 4-38 — 037-4413 

&川文 ■ 

松町 2-1-23 _〇25-8617 

i 町屋菓子店 

松町 2-11-23 _»22-2609 

&臃青果店 

f 松町 2-3-13 _〇22,6443 

孓ーパーやなぎや 

|«松町卜5 _ 022-4322 

フレンド窖房 

|穸松町3普2 _»27-1555 

>きゃき寧 

| 高松町 3-21-4 _〇25-6658 

I CAFE * f€STAURANT TIP-TOP 

离松町 3-27-27 »25-2030 


「東京靴流通センター 

|砂川町 1-50-4 

037-3641 

JA 経済センター立川店 

1砂川町 2-44-3 

036-1824 

JA 東京みど！3立川支® 

|砂川町 2-44-3 

Q 36-1821 

ビジネス木テルクボタ 

|柴綺印 2-12-23 

022-1122 

中華料理みまし 

榮格町 2-10 

025-3873 

石原薬 

1局 

|朗町2普3 

S 23-4067 

_輸 

館 


022-8100 

串孀げ割烹 

トントン 

柴琦町 2-3-3 

»24«4521 

寿司 

由 

SWW 2-2-8 

022-3733 

ブティック 

リッチ 

|柴姆町 2-3-10 

»28-2054 

| キヤノン01ショップ 

1柴猗町 2-3-6 

028-1501 

*7 イシテイ八ウス卿! 口越 

1 柴» 町 2-3-6 

026-0148 

|カフ I レストランほまれ屋 

|榮崎町 2-^15 

026-2232 

| フアナン3ン八ウスほまれ屋 

|柴罎町 2-4-15 

025-2788 


びあ 




冷 

/%• 人がゐて、街があります。 

• w あなたがゐて、立川があります。 

/ そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

r リストのお店にはいつでもえくてびあん./ 



ぼだい 

樹 

1柴綺町 2-4-18 

»28-0556 

コマツホーム 

1 柴 *9 町 2-4-6 

025-5811 

喫茶キヤリー 

| 柴«印2-4-7 

028-2630 

かみゆい処ね 

1 柴 «[ 町 2-4-8 

022-8202 

| 芹沢ガラス店 

柴椅町 2-4-8 

022-3065 

小室 

國 

| 柴 ft 町 2-4-8 

022-2894 

| 立川 S 口画材 

| 期•町 2-4-9 

C 22-6065 

マエダ文具 

輩崎町2••卜2 

025-6584 

< 0 

や 

|柴綺町 2- fl -3 

023-2590 

| 立 JII 高等技芸学院 

1 柴 * 町 2-9-4 

022-3424 

| ブックスしんあい 

榮»町 3-1-1 

027-6701 

松山堂薬 

局 

柴尚® 3-13-25 

022-2550 

g むろ酒 

店 


022-2613 

|ゴンフアノン•クボ fflIIC 

柴»邸3-4-2 

»27-7413 

かつ 

亀 

榮崎町 3-5-2 

025-7647 


1[^1 


京撙立川南口店 

卜町 3-6-2 _ »21-4640 

理容ふなやま 

町 3-6-23 027-2780 

多摩峽價用釣!南口菇 

柴 3-7-4 028-2211 


住友銀行立川支店 

印 2-17-15 _ »22-6171 

隈茶ア八ン 

| 曝® M 7-15 _ »27-4479 

日の出屋本店 

I W 町 2-2-18 ^22-3308 


酒処喜 

賴® 3-7-6 


m ■第 • 

行 24-0672 ■译 


トデパート PFIWt ! ンタ- 

町2+25 »27-2021 


和光証券立 JN 支店 

町 3-8-2 _ 024-1321 

紀ノ国屋立川店 

菜町 1-13-2 _〇36-16« 

pi とんの胄木犋商 

^葉® 1-8-1 _ 036-6833 

エッソ石油けゃ抽ストシ3ン 
| 若蕖町 2-1 _ 035-3081 

いなげや若#町店 

葉町 3-21-1 _〇37-4119 

了レミネ fflll 店 1 FSMJ 

jB 町2+1 _»27-1411 

了レミネ立川店 2 F 受付 

027-1411 

f ^ TT テレ]ムブラ IfIDII 

_ n 27-4210 

| caf 6 バーゼル 

_ »23-3746 

pc ティスリーバーゼル 

I 闕 2-11 _ 023-3746 

□ツテリ: T 7 31川ルミネ店 
薄町 2-1-1 ©24-7433 


I 璽士銀行 mu 支店 

，邱 2-4-6 _ 024-3121 

あら井館雄本店 

W 0 B 2- H 2 _ 022-2957 

二木のパン 

脚 2-6 _ »22-2278 

三上鰹節店 

嫌® 2-8-30 _ «22-3259 

ホワ仆八ウスフロム中 a 

]« 町 2-11-2 _ »25-8558 

ばさ一じゅフロ厶中武 

限 町 2-11-2 _ »22-1941 

フロム中武 1 F 受付 

縉® 2-11-2 024-7111 

ヶ乃令乃ィド WF ン ffl 繼 
嫌町 2普16 街8,2636 

「トボス立 JII 店 

[» 町 2-18-18 _ »25 側 

•ットパットゴルフ 

I 泉町 _ _ n 25-2340 

P —セントパークホテル 

喜 : t 見町 M -8 »26-3111 


高 


羽 

衣 
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「ぇぇ/雑木林は人の作った林なんですか？天然の林 
かと思つていましたよ 

私の B 務する傅物館 <來大和市立»上陴物館)を訪れ 
た方に说明すると•こういう反 nD をされる方が多い•雉 
木林は葉を肥料に•伐採木は薪炭またはシィタヶ钱培用 
のホタギとして使用するために作られてた大変侖理的な 
林なのである。 

私は、昭和 31 年の生まれであり•泉町体 1 の近くで 
少年時代を過ごした。典 S 的な昆虫少年であり、£休み 
になると，クワガタやカブトムシを採るのが何よりの荣 
I みであった◊しか I 、当時でも家の固辺では、こうし 
た昆虫®は少な <• 立川八小の西{|«の雑木林でたまに n 
タワガタが採れる程度であった•そこで，立川のクワガ 
ダの多産地と S われたクパンヤマに 1 - ro てみる決心をし 
た*小学校二年のころであったと也う"クバンヤマは現 
在の若葉町団地に広がっていた広大な? ( t > K 林であった。 
今でも残された林が北1 IU の杳を JS . い起こさせてくれる** 

クパンヤマは私を i りこにしてしまい，毎年*休みに 
なると竿起さを L •虫入れ用の空き缶を片手に- y 転車を 
飛ば I た"家を出るのが6時位であったが•先に採集者 
が人るとほとんど採れない。そこで•翌 EC はさらに早く 
起きて出かけたりも I た。母税からはよく「そんなにた 
くさん採っても飼いきれないじやないの J ともなわれた 
が，とにかく虫を採るのが*しくて.毎日のように出か 
けた。 

あれから30年が経過 L たが、今でも虫採り マらの® 
味としている•主な対象は、カミキ"： 1 
そしてクワガタムシである。これらの、 IU 
それぞれ大变異なり、カミキリが、 

してタワガタは疏贫 ft から発. ft され • 



街屮でふ t 
足が止ま SU 
饵内に飾られ 
た叶*らしい 
作*を： m にし 
た途馮「私 t 
作つてみたい/. J 。 森純 T さんは迷 
わず•そのド—ルハウスの作者で 
ある莩 is 琴芙さんを訪ね； T 甲逍 
さんは•欧米ではホビ^して. 
般妁なド—ルハウス作りの • H 本 
での第 I 人* n である" - ft 初は®味 
のレべルで楽しんでいたが、寐さ 
んをはじめ t する「教えてほしい U 
t いラ人たちの声に«:>えて教室を 
明*。現在では多埘地 IX を中心<: 
十数ヶ所の教室，先徒さんは•白名 
を越える大所带に成莰◊その勢い 
をかつて.宄頃、作り方の解说が 
付いた*•粘土でつくるド—ルハウ 
ス j を出版。駅ビルで出版 3 C 念の 
«%:会が閉かれた•後を絶たない 
米場^に「片付けるのが勿体ない」 
{森さん》ほどの盛況ぶりで大成 
功。その中から、^紙には秋に似 
合ぅ|つの作品を用*して下さつ 
た〇後ろの r カントリ—キクチン」 
さ/ 3ノ兑•气 i 弋さ 
は森さんの作品。「先生 t ペアで出 
してもらえるなんて 1 . と照れる淼 
さんの笑®は•作品と In ] 様•とて 
もチヤーミングだった。 


• rvrc ^^ a^s 

靼 な婆 xr^-ioxod-r 


工 c.«w 



^ 灼从ゎみ「赶玢 ¥ 丟 
与封 >转号牮、9冷 rt 3<2 r ^ 安 
鉑者 ^ iiMs 嗒目 ^ 二刼 S 第 ® 

莩<2)目 

TIY 


東風 

?供こそ、入 ffl の 4: s がいつば 
い诘まっていて、ォトナは感性が 
だんだ A 薄れていって•いまや粕 
みたいなものが伐うているだけじ 
やないだろ•フか t ** 々思つてい 
たところ、きどのりこ气」んから『子 
どもという人びとの《物^〉』とい 
ぅ4*锚を賜り^;われら^川人.&. 
17)、あ4ためてチ供であることの 
案 HI 1 ? らしさを I 5 C えていただいた ♦ 
立川 m が flt 界こども ff 楽祭 j を 
はじめて二！！：：：！：になる*子供の声 
は*まさに*1<使の V き」だが、 
奔*そのもの<:も光がある令メキ 
シコの 7- K の女の子.エリカ•マ 
ルティネッツちやんは1#い大き 
なボ—ル j という歌をこ 1 ST えて 
作： stt となった ♦ 地球 a ボ—ルよ 
もし月から地球を ft /' ら/たくさ 
んの. a に飾られた大きな烊いボ 
I ルみたい/私たちに降りかかる 
あれやこれやの問趙は/月からは 
C - つてこ t い b / H &» ら尹 C て农 
るのは希®!と新しい夜明けよ/ 
この？? • い♦ホ—ルと遊びたい/友だ 
ちと i 緒に遊びたい/跳びはねた 
い歌いたい/大きな#いボール 
と遊びたい令7才の頑铨ない子洪 
の作. V .とも思えないというなら* 
嫌つの子なら納抒して M えるので 
あろうか®ひ t つの答えとして、 
「汚れるまえの入問」 t いうのが 
あるかも知れない。併甸も子供の 
«件を大半にして、 n 二尺の*にさ 
せよ」と江户時 ft の人がすでに a 
抜いている參大寺に千の朝顔え 
くてびあん 

M 籌： - 尥田 m 牛田彰 I O'^SB 
小林 u^li 川雄中； 

№. 1山田一 !?- 
〈 ¥ 真 ) 太！设供 I 明 #- MV •治 

スタジオ269 x^lBli 伯政 SI 


として^た t の^^^^^"^いない•しか 

し、クワ^力はオス^^/ゴの魅力にある•ノコ 

ギリ^夕でさな^^はまつすぐ前に伸び 

L て兮赛び 

クパンヤマのような広大な維木林が立川にはなくなっ 

てしまつた^、もうクワガタやカブトムシを昔のように 

は採れなくなつてしまつた… t つい数年前まで也ってい 

た。ところがまだまだいるのである。現在の私の住まい 

は天 T . 檐に近い1:砂町であるが、この近くの玉川上水沿 

いや•それに絞く JR 家の屋敢林に残つたシラカシの樹液 

にク7ガタやカブトムシが結携 a られるのである。しか 

t 、 この中には•子ども時代にもあまり採ることができ 

なかつたヒラタクワガタが多く a られる*しかも、大き 

いものがたまにいる。*大で56ミリの個^を採っている。 

今年も一頭このクラスのものを採集した V この年にな 

つても心 H の®なるのを覚ぇる"また，今年はどうした 

訳かカブトムシも多かった。狃晚のように採れるのであ 

る。メスは採らないこ t にしているが"オスだけでも20 

位は採集している々また、八月に入つて立川市内では初 

めての311録と思われるスジクワガタを採! fe した。 

まだ，患まれた琛堍が«っている立川で虫採りのとき 

めきをぜひ多くの子ど t たちに味わつてもらいたいと思 

う。0分の T で採<>た ik は • Ho てきた虫とは輿なり. 

特別愛#のわくもので*る。また•自然の屮に生きる虫 

と榷することで、どのような自然を虫たちが好み， 1 U が 

残れる®境が人が生きるのに tif したものであると0ず 

とわかつてくるのだと思う。 

«業が統けて常まれ、屋敷林のシラカシやケヤキの大 

木が残る限りまだまだたくさんの虫たちが51られること 

であろ•フ。いつまでも找したい立川の{玉であると JB ?. う。 


る -N きろ t び . て .： J 

ょ^^ぁる。 


!?,. 1 

しは ■ 

II 

威Iらず ■ 


毎年、「敬老の日 J が近づ 
くと、ことさらに高齢化社 
会の問題が浮き彫りにされ 
る。だが、不老長^ こそ 人 
問の変わらない願いではな 
いだろぅか。 

ここに「元気で長生き」 

の見本のょぅな方がおられ 
る。鈴木藤太郎さん(富士 
見町)、実に97歲—•しかも 
今日で6暗れていれば畑に 
出てゆくし' 庭へ出て薪も 
割る。西洋野菜のハシリか 
ら、今日まで農業ひと筋の 
人だが藤太郎さんは「えく 
てびあん1-の熱心な愛誘者、 
「えくてびあん」も藤太郎 
さんが大好きだ。 




♦なにしろ、五臓六断が 3 t 大な 
#:太郎さん，風邪をひいたこと 
がないという j 生^，ひいたと 
いう al 俺がない"家族の5¢かが 
ひいても•移^ない 

生来の紊货6あるか t 知れな 
いが「若い時の jf 5 え方もあるで 
しょうねえ J と藤人部さん •' 

明治 30 年うまれ. % 大£ 6 年兵 
として^隊生活がはじまる 
年には【密±行軍」という過酷 
な好躲をする。ただただ，歩き 
技く"輿好でも上 « r を脱ぐこと 
が^されないへあまり^いと中 
隊 K から「上のボダンを;:*つは 
ずせ」という 3 T 可が出るだけだ 
という， • 

こんな絲躲があったからだろ 
うか、今でも#太郎さんは; t 暖 
房を嫌って使わない：「进いと 


® 元気で長生き 

11 くよくよす3な/ 

® Iはつらつ藤太郎さん、大いに語る— 


きは、ぅんと#い/ J がいい。 , « 

いときは，ぅんと寒い方がいい'-- 

その方が自然ではないかと，船 

和' 平成め子には倍じがたい a 

然 7' i ぶりだ. 

どんな ii 寒い冬の日でも•コ 

タツに入ったこ t . がない： 

♦ ftrti は RS 兜柄 J 野*が中心 

という。奔もの欠かさない。特 

にネギは ^ なんらかのかた 



ちで、食卓にのぼるり 

ft 平を越ぇで r 作物の顔を見 

るのがな (- よ〇も娀しい j と。 

帕れていれば{歩く€は無理な 

ので、クルマで)畑へ出て「& 

むしりは、いまでもやヴてます r 

なにしろ「赤ナス」と呼ばれて 

いた頃からトマトの栽培を絞け 

てきた#*人郎さんだ。 

野菜との一人！ r 脚が「天命一 

だつたのであろぅかノ 

辜 つづけて藤太郎さんは「家庭 

に:®まれていることが，何より 

ですね 一 fc いぅ*- 

^ vd.rv'sc'Y.^V : JH 

こからともなくナキゴトが M こ 

Vえてくる."そのたびに藤太郎さ 

んは--家庭の温かみ」を強く感 

じてきた？「そういう S 味での 

人間苦は 一 つもないです」= 




viri 近、都知^から色紙が贈ら 

れた " r 难從窃然 j は、藤太郎 

さんの人^嵌にびった「ク 

です r 

0まり、论ないことを考えあ 

ぐねない「理屈では解？ていて 

も"ついつい.くよくよ考えて 

しまぅのが、現代人、特に都公 

人そん4-屮で、悠然として • 

.,:!:1然に従って^きる J 藤太郎 

さん” 

庭に出て薪を削り、その薪で 

お诉リ：：を焚いて入るへそんな時 

明治の文明闲化、人 il : 昭和と， 

幾つもの戦节、そして大戦，敗 

戦、蛾後の後»と M 乱の也悄の 

中にあつた f 来し<一を語る藤 

太 - as さん”^々の97今その背 

中は、人 fffl の然械そのものだ。 


水不足が较いております**人問が I 生， 

使うことのできる水の ft は決つていて、そ 

れを「背 ft い水 Jta うのだそうです0 r « 

ft い水」を大切に便う人は水に守られ無駄 

にしてしまう人は水に苦しむ SHn が*るそ 

うです。大切にして、美味 I い水を飲みた 

いものです • 

まだまだ'»さが絞きそうです。 A 如苑 

の境内に涼みにおいでください • 



■ n 時 9 n 14 日水 

2 時 1 4^. 

_卯本秣、與如宝物绾をはじめとして映幽< 

など盛りだくさんの用底 

がしてございます® 

■お申し込みは 

「えくてびあん•コンパ 

ニオン J {本誌を手*して 

くれた人》へ • 



ことわざ@答 (妙 


一『麟 P 

ai ねこにかつぶ し^⑽ 

口.辞‘，，11^ 

いた siK い ®.! 生％ iist 見ぇない / Ilf 费たい#5 
, 1 \ I *CL く筝不足 txtB 4 MH-^t いつも . いつも _#d! 4 lfAJ 4 LfruJi せ4 


デ 

射 

ジ 


ひ t 昔 ffli では•台地や.! t : の ①6か所 
街下' すそ野など乘京のいたる ②14か所 
ところに地；^が^き出ていた ③22か所 
t のです。この tfi き水を消水 

ラすい ) といいます"都市 〔 B 月号の答〕 ❶ 
化が進み、雨水が地 T に答は「チンチンドンド 
沒透でさなくなってン J 。 チンドン®の名前 
水はその f 減ら」 —^ は • そ G8S と太鼓の俘に 
ました。 ^^ 都の凋杳で由农します ◊ 名前が定 « 
は • 623 か所の湧水が ^ 立 I たのは昭和に人ってか 

来京で確認されています-^ - ^ら。大¢14年の頃は、まだ 

立川では，矢川»地が濟水设も &荊がなく • c 時の北 n 通り商 
多く fl * 名です。それでは，立川 店会の決*報告其には、「チンチ 
市内には、いくつの»水が|*62ンドンドン金0 P 1 也」と？, C 拔さ 
さ n ているのでしようか • れていました • 
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